
提

出

者

小

林

憲

司

平
成
十
六
年
五
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

一

一

号

新
生
銀
行
と
㈱
イ
・
ア
イ
・
イ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
破
産
管
財
人
及
び
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
関
係
者
と
の
和
解
金
合

意
に
伴
う
預
金
保
険
機
構
の
補
償
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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新
生
銀
行
と
㈱
イ
・
ア
イ
・
イ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
破
産
管
財
人
及
び
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
関
係
者
と
の
和
解
金
合

意
に
伴
う
預
金
保
険
機
構
の
補
償
に
関
す
る
質
問
主
意
書

新
生
銀
行
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
預
金
保
険
機
構
か
ら
瑕
疵
担
保
条
項
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
一
兆
円
近
い
金
額
を
含
め
て
、
八

兆
円
に
及
ぶ
国
民
の
税
金
、
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
二
月
一
九
日
に
、
新
生
銀
行
の
株
式
は
、
東
京
証
券
取
引
所
に
再
上
場
さ
れ
ま
し
た
。
新
生
銀
行
の
単
一
株
主

で
あ
っ
た
外
資
系
投
資
組
合
は
、
持
株
の
約
三
分
の
一
を
売
出
し
て
二
二
〇
〇
億
円
の
売
却
代
金
を
得
ま
し
た
。
保
有
全
株
式

の
取
得
コ
ス
ト
で
あ
る
株
式
買
取
代
金
一
〇
億
円
と
、
第
三
者
割
当
増
資
払
込
金
一
二
〇
〇
億
円
の
合
計
一
二
一
〇
億
円
を
差

し
引
い
て
も
一
〇
〇
〇
億
円
の
非
課
税
の
利
益
が
残
り
ま
す
。
現
在
保
有
し
て
い
る
九
億
一
八
〇
〇
万
株
は
コ
ス
ト
ゼ
ロ
で
あ

り
、
数
千
億
円
の
含
み
利
益
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
国
民
が
負
担
し
た
税
金
を
利
用
し
て
、
ハ
ゲ
タ
カ
フ
ァ
ン
ド
と
呼
ば
れ

る
外
資
だ
け
を
儲
け
さ
せ
る
よ
う
な
金
融
行
政
に
対
し
、
国
民
は
深
い
疑
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

新
生
銀
行
は
、
株
式
会
社
イ
・
ア
イ
・
イ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
「
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
」
と
い
う
。
）
破
産
管
財
人
及
び

関
連
他
社
か
ら
国
内
・
国
外
で
巨
額
訴
訟
を
提
訴
さ
れ
、
そ
の
賠
償
金
額
が
予
測
も
つ
か
な
い
状
況
の
下
で
、
東
京
証
券
取
引

所
に
株
式
を
再
上
場
し
ま
し
た
。
「
国
内
並
び
に
海
外
市
場
で
新
生
銀
行
株
式
の
売
出
し
を
行
う
こ
と
は
、
投
資
家
に
不
測
の

一



損
害
を
与
え
る
危
険
性
が
あ
る
」
、
「
旧
長
銀
の
不
法
行
為
の
損
害
を
預
金
保
険
機
構
が
国
民
の
税
金
を
使
っ
て
補
償
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
観
点
か
ら
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
本
年
二
月
一
六
日
、
二
月
一
八
日
、
三
月
一
日
、
三
月
三
日
、

決
算
行
政
監
視
委
員
会
で
四
月
二
一
日
と
、
五
回
に
わ
た
り
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

二
月
一
六
日
の
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
新
生
銀
行
に
対
す
る
巨
額
の
公
的
資
金
投
入
に
加
え
、
新
生
銀
行
が

こ
の
訴
訟
で
敗
訴
し
た
場
合
、
ま
た
は
和
解
調
停
の
場
で
、
損
害
賠
償
金
が
発
生
し
た
場
合
に
関
し
、
預
金
保
険
機
構
が
補
償

す
る
と
の
契
約
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
預
金
保
険
機
構
理
事
長
松
田
参
考
人
は
、
サ
イ
パ
ン
訴
訟
に

関
連
し
て
、
「
預
金
保
険
機
構
と
リ
ッ
プ
ル
ウ
ッ
ド
社
と
の
間
で
偶
発
債
務
の
補
償
と
い
う
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
サ
イ
パ
ン

訴
訟
で
新
生
銀
行
に
損
害
賠
償
債
務
が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
最
終
的
判
断
を
す
る
段
階
に
は
な
い
が
、
将
来
、
こ
の
よ

う
な
訴
訟
が
我
々
が
い
う
偶
発
債
務
の
対
象
に
な
る
の
か
ど
う
か
は
、
非
常
に
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
対
象
に
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
新
生
銀
行
と
の
民
事
契
約
で
あ
る
か
ら
、
双
方
の
意
見
が
対
立
し
た
場
合
に

は
、
訴
訟
に
発
展
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

新
生
銀
行
が
、
平
成
一
六
年
五
月
二
四
日
、
関
東
財
務
局
宛
に
提
出
し
た
臨
時
報
告
書
の
中
で
、
提
出
理
由
と
し
て
、

（
�
）
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
破
産
管
財
人
を
は
じ
め
と
し
て
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
関
係
者
と
の
間
で
、
和
解
の
合
意
に
達
し
た
こ
と
。
（
�
）
和
解

二



金
二
一
八
億
円
を
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
破
産
管
財
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
。
た
だ
し
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
破
産
管
財
人
お
よ
び
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
関
係
者

に
よ
り
和
解
条
項
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
全
額
を
平
成
一
六
年
六
月
一
六
日
の
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
（
受
渡
）

日
に
支
払
う
予
定
で
あ
る
こ
と
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
項
目
の
中
で
、
（
�
）
「
預
金
保

険
機
構
、
ニ
ュ
ー
・
エ
ル
テ
ィ
ー
シ
ー
ビ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
シ
ー
・
ヴ
ィ
お
よ
び
当
行
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
平
成
一
二

年
二
月
九
日
付
株
式
売
買
契
約
書
の
下
で
、
当
行
は
、
平
成
一
二
年
三
月
一
日
以
前
の
事
実
に
関
す
る
訴
訟
に
よ
り
負
担
し
た

費
用
に
対
す
る
補
償
を
含
め
、
預
金
保
険
機
構
よ
り
訴
訟
に
関
連
し
て
一
定
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
か
か
る
補
償
は
、
当
該
費
用
を
含
め
特
定
の
損
失
に
つ
い
て
当
初
の
五
〇
億
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

当
行
は
、
五
〇
億
円
全
額
の
引
当
金
を
平
成
一
三
年
三
月
期
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
当
行
は
、
上
記
株
式
売
買
契
約
書
上
は

和
解
金
額
の
全
額
が
同
補
償
の
対
象
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
和
解
に
至
る
経
緯
に
鑑
み
、
こ
の
う
ち
四
四
億
円

に
つ
い
て
は
、
同
機
構
に
補
償
請
求
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
予
定
で
す
。
一
方
、
残
額
の
一
七
四
億
円
に
つ
い
て
は
、
同
機

構
に
補
償
請
求
す
る
予
定
で
す
が
、
同
機
構
に
よ
る
補
償
の
範
囲
ま
た
は
補
償
金
額
の
支
払
手
続
に
関
し
て
、
今
後
同
機
構
と

の
間
に
紛
争
が
発
生
し
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
長
銀
処
理
の
た
め
の
国
民
の
税
負
担
が
さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

三



マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道
の
中
で
一
兆
円
訴
訟
と
も
い
わ
れ
て
い
た
巨
額
賠
償
請
求
裁
判
が
、
当
初
の
予
測
と
違
っ
て
、
低
額
で

和
解
し
た
背
景
に
は
、
新
生
銀
行
と
争
っ
て
い
た
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
破
産
管
財
人
、
精
算
人
、
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
関
係
者
（
高
橋
治
則
氏
及
び

刑
事
担
当
弁
護
人
）
の
譲
歩
、
協
力
を
引
き
出
し
た
整
理
回
収
機
構
（
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
弁
護
人
の
調
停
が
成
果
を
上
げ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
賠
償
和
解
金
が
巨
額
で
あ
っ
た
場
合
、
再
生
さ
れ
た
新
生
銀
行
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題
に
な
っ
た
と
考

え
る
と
、
二
一
八
億
円
の
和
解
金
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
新
生
銀
行
が
全
額
支
払
う
か
、
新
生
銀
行
が
契
約
す
る
保
険
会
社
に

よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

国
民
の
税
負
担
が
今
後
、
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
の
点
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
政
府
に
対
し
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

一

平
成
一
二
年
八
月
に
国
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
「
破
綻
金
融
機
関
の
処
理
の
た
め
に
講
じ
た
措
置
の
内
容
等
に
関
す
る

報
告
」
の
資
料
編
に
あ
る
、
「
ニ
ュ
ー
・
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
長
銀
買
収
に
係
わ
る
買
収
条
件
の
概
要
」
に
、

「
貸
出
関
連
資
産
の
瑕
疵
担
保
」
と
い
う
条
項
は
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
中
で
は
補
償
条
項
に
つ
い
て
「
長
銀
買
収
時
か
ら
三
年
以
内
の
間
に
、
戦
争
、
自
然
災
害
、
経
済
大
恐
慌

等
に
よ
る
債
務
者
の
状
況
の
悪
化
が
生
じ
た
時
は
、
上
記
と
は
別
に
、
機
構
と
新
生
長
銀
は
公
平
な
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い

四



て
誠
実
に
協
議
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ー
ス
・
マ
ジ
ョ
ー
ル
（
天
変
地
異
）
条
項
で
す
。
し
か
し
、

新
生
銀
行
の
売
出
届
出
目
論
見
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
レ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
ウ
ォ
ー
ラ
ン
テ
ィ
（
表
明
と

誓
約
）
、
偶
発
債
務
、
損
害
賠
償
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
条
件
の
概
要
」
に
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
条
件

の
概
要
」
は
、
株
式
譲
渡
契
約
が
平
成
一
二
年
二
月
九
日
に
締
結
さ
れ
、
法
律
の
要
求
に
よ
り
、
平
成
一
二
年
八
月
に
国
会

に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
参
考
資
料
で
す
。
そ
の
後
、
補
償
条
項
を
含
む
新
し
い
参
考
資
料
は
国
会
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

二

新
生
銀
行
が
東
証
再
上
場
時
に
提
出
し
た
売
出
届
出
書
に
よ
る
と
、
預
金
保
険
機
構
、
ニ
ュ
ー
・
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｂ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
お
よ
び
当
行
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
平
成
一
二
年
二
月
九
日
付
株
式
売
買
契
約
書
の
下
で
、
「
当
行
は
平
成
一
二
年

三
月
一
日
以
前
の
事
実
に
関
す
る
訴
訟
に
よ
り
負
担
し
た
費
用
に
対
す
る
補
償
を
含
め
、
預
金
保
険
機
構
よ
り
訴
訟
に
関
連

し
て
一
定
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
か
か
る
補
償
は
、
当
該
費
用
を
含
め
特
定
の
損
失
に
つ
い

て
当
初
の
五
〇
億
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
当
行
は
、
五
〇
億
円
全
額
の
引
当
金
を
平
成
一
三
年
三
月

期
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
二
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
松
田
参
考
人
の
答
弁
は
、
「
通
知
の
終
了
期
限
は
平
成

五



一
五
年
二
月
末
日
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
パ
ン
訴
訟
は
、
平
成
一
三
年
七
月
三
日
に
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
、
同
月
に
預
金
保
険
機
構
に
通
知
が
な
さ
れ
た
が
、
平

成
一
四
年
六
月
五
日
に
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
そ
の
旨
の
通
知
も
預
金
保
険
機
構
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
平

成
一
六
年
一
月
二
三
日
に
訴
え
の
取
下
げ
の
取
消
し
が
裁
判
所
に
よ
り
認
容
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
旦
取
下
げ
の
通
知

が
な
さ
れ
、
新
し
い
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
も
の
と
の
見
解
に
立
た
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
宜
し
い
で
す
か
。

三

今
回
の
和
解
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
ッ
ト
ル
メ
ン
ト
（
一
括
結
着
）
と
し
て
、
国
内
・
国
外
の
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
関
連
訴
訟
を
一
括

し
て
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
訴
訟
の
中
に
は
、
平
成
一
六
年
に
提
訴
さ
れ
た
シ
ー
コ
ム
訴
訟
が
含

ま
れ
て
い
て
、
こ
の
訴
訟
は
通
知
期
間
後
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟
で
、
当
然
補
償
の
対
象
外
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

四

新
生
銀
行
は
今
日
ま
で
に
瑕
疵
担
保
条
項
に
よ
っ
て
、
一
兆
円
近
い
国
民
の
税
金
で
あ
る
公
的
資
金
で
弁
済
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
も
和
解
金
二
一
八
億
円
か
ら
四
四
億
円
を
引
い
た
一
七
四
億
円
の
補
償
の
請
求
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
新
生
銀
行
は
多
く
の
株
数
が
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
に
よ
り
米
国
で
機
関
投
資
家
に
プ
レ
ー
ス
（
私
募
販
売
）
さ
れ

て
い
る
の
で
、
役
員
に
対
す
る
株
主
訴
訟
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、
会
社
役
員
保
険
に
加
入
し
て
い
た
と
し
て
も
、
当
然
、
預

六



金
保
険
機
構
に
補
償
を
求
め
る
だ
ろ
う
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
契
約
書
に
は
、
訴
訟
に
よ
り
負
担
し
た
費
用
も
含
め
、
訴

訟
に
関
連
し
て
一
定
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
イ
）

「
訴
訟
に
よ
り
負
担
し
た
費
用
」
と
は
ど
の
よ
う
な
費
用
項
目
を
指
す
の
で
す
か
。

（
ロ
）

「
訴
訟
に
関
連
し
て
一
定
の
補
償
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
、
金
額
を
意
味
す
る
の
で
す
か
。
一
定
の
補
償
の

範
囲
、
金
額
は
預
金
保
険
機
構
が
裁
量
権
を
持
つ
の
で
す
か
。

（
ハ
）

和
解
金
二
一
八
億
円
に
訴
訟
費
用
を
加
え
た
金
額
か
ら
五
〇
億
円
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
当
然
に
補
償
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
宜
し
い
で
す
か
。

五

新
生
銀
行
の
損
害
賠
償
の
和
解
金
二
一
八
億
円
は
、
表
面
的
に
は
大
き
な
金
額
で
す
が
、
税
効
果
と
、
既
に
計
上
済
み
の

五
〇
億
円
（
有
税
引
当
）
を
考
慮
す
る
と
、
新
生
銀
行
の
経
常
利
益
に
対
す
る
影
響
は
実
質
的
に
は
少
な
く
、
あ
え
て
国
民

に
税
金
に
よ
る
負
担
を
求
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
和
解
金
二
一
八
億
円
か
ら
引
当
金
五
〇
億
円
を
差
し
引
い
た
一

六
八
億
円
を
さ
ら
に
上
回
る
一
七
四
億
円
の
補
償
請
求
は
、
焼
け
太
り
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
政
府
が

把
握
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
今
後
な
さ
れ
る
予
定
の
補
償
請
求
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

六

衆
議
院
の
予
算
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
で
は
、
松
田
参
考
人
は
、
二
月
一
六
日
の
答
弁
で
、
「
我
々
が
い
う
偶
発
債
務
の

七



対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
非
常
に
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
」
と
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。
竹
中
金
融
担
当
大
臣
も
、
三
月
一
日
の
予
算
委
員
会
質
疑
で
、
「
新
生
銀
行
と
預
金
保
険
機
構
の
間
の
関
係
も
き
ち
っ

と
し
た
手
続
を
今
後
踏
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
新
生
銀
行
の
要
求
の
ま
ま
に
預
金
保
険

機
構
か
ら
補
償
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
民
の
負
担
を
強
い
ら
れ
な
い
た
め
の
方
策
を
政
府
は
検
討
し
て
お

く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

七

国
政
の
場
に
お
い
て
疑
念
の
残
ら
な
い
事
情
解
明
を
行
う
た
め
に
、
新
生
銀
行
と
リ
ッ
プ
ル
ウ
ッ
ド
社
と
の
「
株
式
譲
渡

契
約
」
の
中
に
お
け
る
偶
発
債
務
保
証
契
約
の
全
容
を
政
府
が
承
知
す
る
限
り
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

右
質
問
す
る
。

八


